
区分 御意見に対する対応

1 件

　本計画においては脚注を追加し，また，冊子版（11
月配布予定）ではコラムを設けるなど，できるだけ分か
りやすい記述となるよう見直しを図りました。

1 件

　本計画は，京都市スーパーテクノシティ構想を一層推
進させる行動計画と位置付けており，同構想の数値目標
の達成を目指すこととしております。また，本計画の推
進に当たっては，本市予算のみならず国等の競争的資金
などを活用するとともに，各施策の進捗状況や社会状況
の変動などに応じて適宜見直すこととしていることなど
から，計画全体の予算枠については明示しておりませ
ん。

1 件

本計画は，科学技術基本法第４条（地方公共団体の責
務）に対応した計画として位置付けておりますが，御意
見のとおり，他の計画との整合性や役割分担を踏まえ策
定して参ります。

1 件

産業科学技術振興に当たり，ユニバーサルデザインの
考え方を採り入れることは重要であると認識しており，
具体的な施策の実践の中で推進して参ります。

1 件

1 件

京都市産業科学技術振興計画（骨子案）に対する意見募集の結果について

　　　　　　　　　　【募集期間】　平成１８年６月１日～６月３０日
　　　　　　　　　　【御意見数】　３８名・団体の方から　７２件

2 件

御意見の概要
本計画は，産業科学技術振興の視点から，中小企業の
振興をはじめ「ものづくり都市・京都」の活性化を図る
ものであり，御意見につきましては，計画の着実な実行
により実現して参ります。

3 件

2

計
画
の
全
体
　
（
９
件
）

は
じ
め
に
　
（
４
件
）

具体的施策を明示すべき

計画に期待する

産業行政から手を引くべき

専門的高度な記載が多く，今
後の社会変化にどう対応して
いくかの視点が見えない。

数値目標や予算の想定は？

市には他にも計画が多くある
ことから，シンプルな計画を
つくるべき

科学技術は国が主導すべき

少子・高齢化への対応を検討
すべき

件

　本計画においては，骨子案の施策項目に加え，できる
だけ具体的施策を記述することと致しました。

ユニバーサルデザインが盛り
込まれていない。

　京都市基本構想に掲げる「安らぎのあるくらし　華や
ぎのあるまち」の実現に当たっては，活力あふれるまち
をつくっていくことが必要であり，産業行政について
は，市民の皆様から理解と参画をいただく中，産学公連
携の下，京都市として取り組む必要があると考えており
ます。
　また，科学技術の振興に当たりましては，科学技術基
本法において国の他，地方自治体の責務も定められてい
るところであり，本計画においては，政策の成果を分か
りやすく説明するなど市民の皆様から理解と支持が得ら
れるよう取り組んで参ります。

　本計画においては，「京都バイオシティ構想の推進」
により，少子長寿社会に対応した研究開発や新たな産業
の育成・振興についての調査・研究などに取り組んで参
ります。



区分 御意見に対する対応御意見の概要

1 件

　科学技術の進展により新たな課題が生じていることを
記述し，御意見の点は重要なことと認識しているところ
であります。本計画の推進に当たりましても，市民から
支持される産業科学技術を基本に，社会から信頼を得る
ための人材の育成や「京都市産業科学技術推進委員会
（仮称）」での審議等を通じて責任ある取組を進めて参
ります。

経済的価値を生むク
ラスター形成が必要

クラスター形成につ
いて国内外に向けた
ＰＲも考慮すべき

伝統工芸のすばらし
さを世界に認めても
らうことが大切

伝統工芸品に関する
道具の研究開発をし
たいので協力を

理系だけでなく文系
の学生の参加も必要

産
業
科
学
技
術
振
興
の
基
本
的
方
向
　
（
６
件
）

重
点
推
進
施
策
　
（
４
１
件
）

　科学技術都市の構築に当たり，産学公連携が重要な手
段であると考えております。このため，本計画において
は，「京都産学公連携機構」設立などの取組を踏まえ，
大学と中小企業等を結ぶコーディネート機能の強化や自
然科学，人文・社会科学との融合も含め，産学公連携の
効果が一層高まるようなネットワークづくりや拠点整備
を進めて参ります。

産
学
公
の

連
携
促
進

企
業
退
職
者
の
活
用

　ものづくりを支えていた団塊世代の大量退職が見込ま
れる中，様々な能力や経験を持つ企業退職者が幅広い立
場で活躍できるよう，京都市スーパーテクノシティ構想
において「企業退職者等を活用した産業支援人材の充
実」に努めているところであり，本計画においても，地
域クラスター形成に向けて，企業退職者等の更なる活用
を検討して参ります。御意見を踏まえ，「２ 重点推進施
策」の「（１）イノベーションを誘発する環境づくり
〔個別施策〕①産学公連携による柔軟な仕組みづくり」
に「企業退職者の活用等」による施策を盛り込むことと
致します。

6 件

2 件

伝
統
産
業
の

活
性
化

企業ＯＢを活用すべ
き

　創出された「知」を活用し応用（事業化）できるよ
う，ベンチャー・中小企業への支援や人材育成，更には
コーディネータ間の連携を強化するなど，イノベーショ
ンを生み出す仕組みづくりに取り組んで参ります。

　京都・地域クラスター戦略プラン（仮称）の策定に
より，イノベーション（技術革新）を生み出す仕組み
づくりや広域的又は国際的な交流や連携の可能性を検
討し，イノベーションが連鎖的に創出されるような国
際競争力ある地域クラスターの形成を目指して参りま
す。

人材の交流など産学
公連携のための取組
を充実すべき

イノベーションを生
み出す仕組みづく
り，一貫した施策が
重要

2

3 件

件

件

2 件

2

　本計画においては，科学技術都市の構築に当たり，地
域の経営者としての地方自治体「京都市」は，自らの将
来に対する責任を持ち，その実現に向かって，効果的な
行動計画を着実に推し進めていくべきこととしておりま
す。産業科学技術の振興に当たりましては，産業界が主
役となるものでありますが，できるだけ自治体の主体性
を示すことができるような記述としております。

「科学技術の光と影」の影の
部分の監視をしっかりとすべ
き

2 件

中小企業と大学との
連携を強化すべき

 本計画においては，「京都らしさ」を最大限に生かし科
学技術都市を構築するものとしております。

「京都らしさ」を生かした科
学技術都市構築のための施策
が必要

地方自治体としての主体性を
持った取組が必要

地
域
ク
ラ
ス
タ
ー
の
構
築

御意見のとおり，京都の伝統産業の活性化は，京都経
済の発展のみならず日本全体の伝統産業の活性化と地域
社会の形成にも資するものであり，重要なことと認識し
ております。このため，平成18年度には「京都市伝統
産業活性化推進計画」を策定し，当計画に掲げる取組を
着実に実施することにより，伝統産業の活性化を図り，
「ものづくり都市・京都」の更なる発展を目指して参り
ます。



区分 御意見に対する対応御意見の概要

産学連携コーディ
ネータの育成や資質
向上の仕組みづくり
等の取組の推進が必
要 1 件

科学技術都市の構築に当たり，大学とベンチャー・中
小企業とを結び付ける人材が大きな役割を果たすものと
考えており，本計画においては，このような人材の育成
に努めて参ります。

「ものづくり」の意
識を高める取組を進
めるべき

1 件

　本計画においては，伝統産業における巧の技を持つ
「ものづくり名人」ともいえる技術者の存在を社会に周
知していくなど，「京都市伝統産業活性化推進計画」と
の連携の下，検討して参ります。

工業高校と高等専門
学校の一本化を

1 件

産業科学技術振興に当たり，工業高校は人材育成など
重要な位置付けでありますが，工業高校の制度的な在り
方につきましては，今後，教育行政全般の問題として検
討されるものと考えております。

重
点
推
進
施
策

　本計画においては，ベンチャー・中小企業の事業化促
進のため，大学と企業とのコーディネートのほか，企業
間連携，異業種連携について，研究開発から事業化まで
一貫した支援体制の構築を図るべく記述しております。
　（「２ 重点推進施策」の「（２）イ<ベンチャー・中
小企業の支援＞①ベンチャー企業等の事業化促進」）
　また，産業技術研究所をはじめとする中核となる支援
機関による一体的な支援や「桂イノベーションパーク」
での取組等を通じて，共同研究の推進や試験機器類の整
備など中小企業の活性化に努めて参ります。

件

2 件

5 件

も
の
づ
く
り
を
支
え
る
人
材
育
成

中
小
企
業
支
援
施
策
の
充
実

各種助成制度のア
ピールをさらに行う
べき

総合相談窓口を設置
してほしい。

その他
　・異業種連携を応
援してほしい。
　・機械設備等を安
価で使用したい。
　・共同研究の窓口
を広げてほしい。
など

件

　各種支援策，融資制度や補助金等の施策については，
対象と予想される企業等に個別にお知らせする方法を
採っておりませんが，今後とも，支援機関，経済団体等
との協力を得ながら周知に努めて参ります。

　京都高度技術研究所にワンストップ総合相談窓口を設
置しておりますが，今後とも，支援機関，経済団体等と
の連携の下，同窓口の機能充実やPRに努めて参りま
す。

　企業活動が経済的側面のみならず，社会的側面まで影
響を及ぼしている中，企業の社会的責任（ＣＳＲ）が重
視されてきている状況を鑑み，社会から共感が寄せられ
るよう，経営倫理や道徳観を身に付けた人材育成が重要
であると認識しております。
　御意見を踏まえ，「２ 重点推進施策」の「（２）イノ
ベーションを創発する担い手づくり　イ「技」を磨く＜
人材の育成＞②社会から信頼を得るための人材の育成」
において，「法令順守」に関して記述しております。

2 件

2

4 件

　本市経済の発展には中小企業の活性化が不可欠である
との認識の下，本計画においては，中小企業支援に向け
た取組を盛り込んでおります。基盤技術や試作段階も含
めた中小企業等の研究開発の活性化を図るための，中小
企業へのものづくり技術の強化や高度化に向けた取組へ
の支援や，次代を担う実践的な起業家の養成を実施する
ための小・中学校，高等学校や大学をはじめ様々な機会
を通じての総合的な人材育成など，今後も，施策の充実
に努めて参ります。

2

中小企業支援に向け
た取組をさらに推進
すべき

　本計画においては，科学技術都市の核となるものは
「ひと」であるとしております。一人一人の能力が最大
限に発揮されるよう人材育成に取り組み，御意見の観点
を盛り込んだ施策を推進して参ります。

企業の社会的責任
（ＣＳＲ）や法令順
守（コンプライアン
ス）の重要性に関す
る記述が必要

ものづくり都市の発
展のためには人材育
成が大切



区分 御意見に対する対応御意見の概要

研究者が高校や中学
へ出張講座を行って
ほしい。

自治体は人材育成や
市民理解に力を注ぐ
べき

骨子案においては，３つの支援機関が一体的な連携を図
ることとしておりますが，本計画においても，地域クラ
スター形成のため，各支援機関の特性を十分踏まえた上
で，より効果的な連携方策を検討して参ります。

件

3 件

推
進
体
制
　
（
１
２
件
）

重
点
推
進
施
策

7 件

　本計画においては，市民から支持される産業科学技術
を基本としており，重点推進施策の一つとして，市民理
解増進のための取組を掲げております。産業科学技術に
係る活動が市民理解を得なければならないことを記述す
るほか，「京都市政出前トーク」の活用などのほか，研
究者によるセミナーや，研究施設・ものづくり現場の公
開など，市民理解を増進するための取組の充実に努めて
参ります。

　京都市産業技術研究所は地域の中小企業の技術力向上
を図るための，本市の中核となる支援機関の一つであ
り，研究開発機能を強化するとともに，中小企業の技術
力高度化に向けた取組を推進することとしております。
また，現在策定を進めている「京都市産業技術研究所整
備基本計画（仮称）」の中で，中小企業等の皆様にとっ
てより利用しやすい環境整備が実現できるよう検討して
参ります。

公設試験研究機関の機能強化
を推進すべき

施設や設備の拡充・強化を望
む。

依頼試験や設備を利用しやす
く安価にしてほしい。

依頼に迅速に対応してほし
い。

3 件

2

件

2

件

2

産
業
科
学
技
術
に
対
す
る

市
民
理
解
増
進
の
取
組

科学技術を市民に分
かりやすく伝える機
会を設けてほしい。

その他
　・中核となる支援機関の一
体化を進めるべき
など

産業科学技術振興に当たり，国・府や産業支援機関，大
学等との連携が不可欠であるとの認識の下，今後も，
オール京都体制で，府市が協調し，産業科学技術振興施
策に取り組んで参ります。


